
第 �� 回 ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展 招待参加プロジェクト

T 庵 ―アートとしての写し

このプロジェクトは、 国宝建造物 ・ 妙喜庵 《待庵》 の 「写し」 を出発点に、 日本の伝統建築の技術と茶の湯の精神を

温故知新としてグローバルな文脈で再思考する試みです。 1995 年の阪神 ・ 淡路大震災後に西澤英和氏らが振動実験

を行った 《待庵》 の工学的かつ数寄屋建築としての精巧な 「写し」 について、 震災後 30 年を迎えた 2025 年、 その

文化 ・ 社会的意義を現代そして後世へ伝えていくことを目指します。

当初は、 数寄屋大工の籏邦充によって京都京北にひっそり保管されていた西澤英和氏による 《待庵》 の 「写し」 を、

イタリア ・ヴェネチアに 「移し」 再設置する計画でした。 ところがスタディを重ねるなかで、 アーティストの持田敦子が籏

邦充と宮内智久と協働し、 新たな 「写し」 として 《Dancing Teahouse》 をヴェネチアで制作する案が浮上しました。

つまり 「写し」 の 「写し」 の制作です。

さらに、 国宝 《待庵》 の保存改修の写真 （つまり写真としての 「写し」） で知られる田村尚子が、 文化と国境を越えた

場の 「移し」 の行為として、平和の祈りの茶会 「旅する茶会」 をヴェネチアで開催することが企画されました。 映像によっ

てその 「写し」 のプロセスのアーカイブと、 茶室の 「移し」＝インスタレーションを組み合わせ、 茶室を静的な保存対象

ではなく 「能動的主体」 として捉えることで、 様々な 「写し」 の行為を 「形而上学的技術」 のアートとして、 その精神

性の再解釈を行います。

また、 釘を用いない木組みや分解 ・ 再組立が容易な構造は、ヴェネチア ・ ビエンナーレが掲げる 「サーキュラー ・ エコノ

ミー ・ マニフェスト」 と共鳴し、 資源循環と文化継承の古くも新しい可能性を提起します。 本プロジェクトは、 日本の伝統

建築の柔軟性と持続可能性を、 「写し」 を通じて世界平和 ・ 適応性 ・ 文化的リジリアンス （再起力） の普遍性に適うもの

として来場者と共感 ・ 共観します。

本プロジェクトの出発点となる西澤英和氏による 《待庵》 の 「写し」 は、 宮内智久が所属する京都美術工芸大学の協力

により、 その中庭に設置されることになりました。 茶の湯の祖 ・ 千利休による 《待庵》 の初源から時空を超えて 30 年前

に制作された 「写し」 が、 京都美術工芸大学で講演したこともある籏邦充により、 第 19 回  ヴェネチア ・ ビエンナーレ

国際建築展のオープニングと連動しここに再構成されたのです。
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